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―事業の方向性として、どのような

点に注力されるお考えですか。

村上 企業のコンプライアンスやセ

キュリティに対する社会的要請、さ

らには日本版SOX法への対応など、

安心・安全なICT環境の整備が求め

られています。ビジネスにおける

ICTの重要性が増すなかで、ICT環

境の不備は、即経営を揺るがすリス

クにつながりかねません。私どもは、

日本版SOX法などのコンプライア

ンス対応、事業継続計画（BCP）

の策定支援コンサルティングを始め

とするトータルセキュリティコンサ

ルティングで、お客さまのビジネス

に合わせてワンストップでご支援す

ることを目指しています。このため、

セキュリティを軸に、コンサルティ

ングから物理的レイヤまで、上流か

ら下流に水が流れるような対応が可

能となるよう、体制を整備している

ところです。

私は、NTTコミュニケーションズ

はセキュリティカンパニーであり、セ

キュリティビジネスの推進は社会的使

命だと思っています。前述したように

企業のリスクマネジメントをご支援す

るレイヤスルーのビジネスを展開して

いきたいと考えております。

―事業部の新たな柱となるビジネス

をドライブする新組織を設置されまし

たね…。

村上 企業経営におけるリスクのマ

ネジメントにおいて重要となるの

は、上流のコンサルティングである

と考えています。そこで、ERMビ

ジネスの上流工程を担う組織とし

て、新たに約 20名からなる「エン

タープライズリスクマネジメント担

―はじめに、マーケット環境を含め

ビジネスの状況からお聞かせください。

村上 私ども金融イノベーションシ

ステム部（金融 IS部）は、これま

で金融機関のチャネル系システムや

ICキャッシュカード、社員証・公

務員証・学生証・住基カードなどの

ICカードソリューション、認証／

決済のプラットフォームなど、金融

ないしはセキュリティに関するビジ

ネスを広範囲に手がけてきました。

なかでも、ICカードソリューショ

ンは既に200数十社に提供するなど

多くの実績を有しております。また、

ICカードソリューション等の市場

が成熟してきている一方で、世の中

の流れとして、金融商品取引法（日

本版SOX法）への対応をトリガー

に内部統制、IT統制の必要性が高

まっています。このような状況を踏

まえ、私どもは法人向けに特化した

ビジネスを展開したいということか

ら、既存事業の選択と集中を進めて

いるところです。

NTTコミュニケーションズの
エンタープライズリスクマネジメントビジネス

ICTソリューションパートナーとして、安心・安全なICT環境の提供に注力するNTTコミュニケーションズ。セキュリティに強
い信頼できるパートナーとしての強みを活かした新たな取組みとして、企業の内部統制、事業継続管理からICT環境の整備ま
で、経営上のリスクマネジメントを支援するERM（エンタープライズリスクマネジメント）ビジネスを開始した。ERMのワ
ンストップサービスを推進する専門組織を新設するなど、網羅的なセキュリティサービスの展開に注力する金融イノベーショ
ンシステム部の事業戦略について、村上満雄取締役にうかがった。

セキュリティカンパニーとして、
ERMビジネスの展開は社会的使命

事業部の柱となるフラグシップ
ビジネスの強化に向け組織を改編

セキュリティカンパニーとして、
ERMビジネスの展開は社会的使命

インタビュー

NTTコミュニケーションズ㈱　取締役
金融イノベーションシステム部長

村上　満雄氏

顧客企業の経営リスクのマネジ
メントに向け、ERM部門を設置

http://www.bcm.co.jp/


当」を設置しました。ここでは、日

本版SOX法対応に向けた内部統制

対応支援コンサルティングやBCP

の策定支援コンサルティングなどを

行います。特に注目したいのは、日

本版SOX法への対応過程において、

社内プロセスの文書化が求められて

いることです。いわゆる「見える化」

の実施により、業務プロセスの改善、

効率化をすることができます。つま

り、同法への対応はコンプライアン

スにとどまらず、また、外部からの

圧力で仕方なくやる事ではなく、自

社を一層強い会社とするために、企

業は自ら積極的に取り組んでいくべ

きことだと思います。

たとえば企業のセキュリティ対策

についてみると、これまでは様々な

セキュリティインシデントに対して

場当たり的な対策を行うケースも多

かったのですが、コンサルティング

を行うことによって、社内プロセス

やITの見直しを伴ったシステマティ

ックで系統的なセキュリティ対策が

可能になります。私どもがERMビジ

ネスを進めていくにあたっては、コ

ンサルティングを踏まえた、系統的

な対策を上流から下流までシームレ

スに実施することにより、一つひと

つのソリューションが、一本の糸と

してつながっていくビジネスを手が

けていきたいと考えております。

―ERMビジネスの展開にあたって

の貴社の強みは…。

村上 コンサルティングからアプリ

ケーションセキュリティ、ネットワー

クセキュリティ、物理的セキュリティ

まで、レイヤスルーのリスクマネジメ

ントサービスをワンストップで提供で

きるという点が最大の強みだと思いま

す。ネットワーク事業者でありながら、

これだけソリューションに力を入れて

いる会社というのは、世界的にみても

稀です。また、NTTグループでは、

アクセスネットワークはもちろんの

こと、アプリケーションといった領

域においても、豊富な人材を擁して

います。NTTグループの力を活用

することで、お客さまのICTの領域

に関するご相談に、カバーできない

ところはありません。お客さまの悩

みをうかがい、必要な答えをどこか

らでも引き出してこられるという非

常に恵まれたポジションにいること

が大きな強みだと思っています。

ERMをトリガーに、NTTデータ、

NTT東日本・西日本との連携を積

極的に行っていきたいと考えており

ます。

―最後に今後の取組みも含め、抱負

をお聞かせください。

村上 NTTコミュニケーションズ

のもう一つの大きな強みである「グ

ローバル」での対応が今後の大きな

課題です。日本で提供しているサー

ビスを、世界中で実現することが重

要だと考えています。これは、言う

のは簡単で、実現するのはなかなか

難しいことなのですが、お客さまは

むしろ、「国内は目が届くけど、海

外をしっかりやりたい」というご要

望が多いのです。そういうご要望に

お応えできるような、面的にもワン

ストップでお客さまからご相談いた

だける会社に一日でも早くなりたい

と思っています。

―本日は有難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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